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  要    旨

  筆者等 は或種 の操作 を加 へたCu-Al系 合金 の研磨面 に,非 常 に厚 く,⊥Lつ 電流 に封 して可 な り大な

 る抵 抗(0.40hm/cm2)を 有す る薄膜の生ず る事 を嚢見 した.此 種 の薄膜 の多 くは其面 に李行 にX線 線

 束 を衝 てて査ぺ て見 る と,不 鮮 明乍 ら量輪 より成 れ る干渉圖形 を生 じた.而 して,上 記の最 輪 の牛穫は

 試料の相(Phase)に よつて等 しか らず・從つて所謂Beilby Layerに 因 るもの と大い に其趣 を異にす る・

 計算 の結果.各 牽輪は之 の牛裡 が其相 に於 ける金屡原子間 の距離 を大髄 表す事 か ら,恐 らく純非晶質的

 廻折 に よるもの と想像せ られ る.

  §L序    論

 今 日迄 に行 は れ た 非 晶 性 金 屡 の 陰極 線 等 に依 る研 究 結果 は,他 の 非 晶 性 固 艦 に就 て得 られ た

もの に比 して,更 に 明確 に之 を二 種 に 分類 す る事 が 出來 る ・ 其 一一つ はR・C・French,(】)

F.Kirchner,(;')H. Raether,(3)G.1. Finch,(1)J. A. Darbysh三re及 びK. R. DiXit,(5)其 他(6)

の 金 屡 研 磨 面 に生 す る所 謂Beilby Layerに 關 す る もの で あ り,他 の 一 つ はJ・A・Prins(7)及

び 」.Kramer(8)の 昇 華 或 はSputteringに 因 つ て 生 じた る純 然 た る非 晶 性 金 屡 に 關 す る もの

で あ る.而 して,何 れ か ら も干 渉 圖 形 と して 非 晶 性 物 質 に特 有 な 量 輪(Halo)が 現 る る に係 ら

す,両 者 の 本 質 が 必 す し も同 一 とは謂 ひ難 い 邸 ち,前 者 の生 す る最 輪 の牛 径 は金 属 の 種 類 如

何 に 全 く無 關 係 に常 に殆 ん ど一定 した 畿 表 酌 ・・ilb・L・yer購 龍 原 子 間 隔 ÷ の 値

(11.÷1.25 A.U,,及 び2.2S・A.・U., n-1,2,._n)を 與 ふ る 賑 側 儲 の それ は液 罷 或 は

硝 子 等 の 或 る場 合 と略 ぼ 同様 な 原 子 間 廻 折(lnteratomic Diffraction)に 因 る もの な る事 を示 し

て居 る.更 にBeilby Layesは 常 温 に於 て も普 通 安 定 で あ つ て,嘗 てKramer('9)が 観 測 した 非

晶 性 金 属 の 檬 に其 結 晶 に移 る遷 移 温 度 が低 くなV・・

 斯 の如 く,金 蜀 は 非 晶 性 固 罷 と して 存在 す る場 合,殊 にBeilby Layerと な つ て 居 る場 合 に

〔註1〕 此間 隔dの 値 は多 くの場 合,金 属原子の直径一 帥 ち2個 の金属原子 の取 り得 る最短距離 一 の

 値 よ り小 さい.

                   (68)
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極 め て特 異 な 性 質 を帯 び る もの と解 せ られ る.最 近F・P・Bowden及 びT・P・Hughes爾 氏(9・)

は 金 属 の 研 磨 せ られ る 際其 表 面 が 部 分 的 に融 勲 に近 い 高 温 に 熱 せ られ る事 を實 誰 して,金 属 の

研 磨 面 に は 此 獲 熱 に 因 り酸 化 膜 が 生 す るで あ ら うと想 像 し,更 にS.Dobinski(10)は 金 驕 を研

磨 す る場 合 注 意 して 其 表 面 の酸 化 を防 げ ぱ,之 か ら もBeilby Layerに よる景 輪 の 代 りに純 然

た る非 晶 質 に 特 有 な 原 子 闇 廻 折 の 超 る事 を認 めた と構 し て居 る・ 而 して,之 等 の實 験 結 果 に よ

る と,Beilby Layerは 軍 な る酸 化 膜 に過 ぎぬ もの と考 へ られ ぬ で もな い 併 し乍 ら,上 記 の 見

解 に封 して,Beilby Layerに よ る景 輪 の ∠静穫 が 金 属 の 原 子 直 種 と全 く無 關 係 な る事 を始 め幾
     し   

つかの難勲を指摘 し得 るものと筆者等は信する・

 筆者等は非晶性固罷 に關 して今 日準に得られた實験結果か ら,金 属の場合に起る既述の如き

二 つ の 異 つ た歌 態 に就 て調 べ て 見 た 所,非 晶 性金 屡 は之 が 生 成 す る際 に加 へ られ た 操 作 の如 何

に係 らす,其 原 子 聞 に金 属 的 結 合(Metallic Linkage)を 多 く有 す る物 質 の 表 面 で は略 ぼ 一一定

した 原 子 聞 隔 に 封 懸 す る4≧揮 の 最 輪 を生 す るBeilby Layerと な り,此 素 地 とな つ た 物 質 内 に

於 け る金 驕 的 結 合 の 減 少 す る に連 れ 次 第 に原 子 問 廻 折 を起 す純 然 た る非 晶 質 とな る事 を知 り得

た の で あ る.唯,斯 る蹄 納 的 推 論 に 封 す る例 外 と して,前 掲 のDobinskiの 實 験 に於 て 金 屡 の

研 磨 面 上 に も純 然 た る原 子聞 廻 折 を な す非 晶 性 薄 膜 の 生 す る 事 が 認 め られ て居 るが,此 薄 膜 と

難 も室 温 に於 て す ら可 な り安定 で あ る故,之 が 果 して 普 通 の 非 晶 質 な りや 否 や,嚢 に述 べ た

Kramer(s)の 實 験 結 果 等 か ら 見 て疑 ふ べ き絵 地 が 無 い で もな い.筆 者 等 の 見 る所 に よ る と,

Beilby Layerの 本 質 は 未 だ 不 明 で あ るが,之 の 陰 極 線 干 渉 圖 形 に於 け る景 輪 の 宇律 が其 素 地

と な つ た 物 質 内 の 原 了・の 結 合歌 態 に 著 し く左 右 せ られ る黙 等 か ら推 して,恐 ら く之 が陰 極 線 を

廻 折 せ しむ る際 に は此 素 地 を構 成 す る結 晶 の 内部 ポ テ ン シ ヤ ル の 影 響 を可 な り受 け る様 な も の

と解 せ られ る ・殊 に ・ 金 屡 表 面 上 のBeilby Layerと 純 然 た る非 晶 性 金 属 との 間 に は從 來 唱 へ

られ た 所 と異 な り,原 子 相 互 の金 蜀 的結 合 に 關聯 して何 等 か の 關 係 が 伏 在 して 居 らぬ とは 断 言

し難V・・ 而 して,斯 る 關 係 の 有 無 其 他 に 就 き更 に 究 明 す る 事 は將 來 金 相 學 上 福 要 な 位 置 を 占 む

〔註2〕Beilby Layerを 酸 化膜 と見倣す見解 の致命的 な難貼 としては,之 による陰極織干渉圖形 上の量

輪 の牛径 に關 して本文 に記 した事實が畢げ られるが,此 他 に も樹幾つか の反詮 を輿へ る事が 出來 る.先

づ,非 品性 金屡 の製 作方 法の 内,之 を酸 化せ しむ る惧 のあ る ものは必ず しも研磨 のみに限 られ ざるに係

 らず,之 が他 の方法 に よつて得 られ た揚合tCは 鎌の如 く比 較的酸化せ られ易 い金麗'こ於てす らBeilby

Layerと な らず,研 磨 に よつて得 られた場合には金の如 き非常 に酸 化せ られ難 い金屡 に於 てす らBeilby

Layerと なつて居 る事は,上 記の見解に本ついて其説 明が稽 困難であ る.假 に一歩譲 つて,酸 化膜が研

磨せ られ た場 合に限 り生 ずる もの とすれば,Finch(4)の 實瞼 に於て金属面 に存 在す るBeilby Layerの
一つ の特性 として認 め られ た所 の其上 に蒸獲凝固 した他 の金腸 を吸牧 す る能力は酸化せ られ易い金属 硯

大な る理 なのに,同 實験 の結果に よると亜鉛 の如き酸 化膜 の表面 に生 じ易い金 閣程此能 力を訣 いで居 る.

夫 れ故,Beilby Layerを 軍純な酸化膜 とは見 倣 し難い.

                    (69)
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べ き金屡電子論に有力な論材 を供するものと思准せ られる.就 中,合 金の如 く其原子が多様 な

結合 をなす ものが非晶性薄膜或は其素地 を構成する場合に就 き,上 記の究明を行ふ事は金驕及

び合金の研究上 多 くの示唆 を與ふるものであらう・

 併 し乍 ら,金 属の研慶面等に生する非晶性薄膜の査察は陰極線の如 き其波長が比較的短 く,

而 も其貫徹力の弱V・波動を用ぴて始め て行ひ得る所である・X線 に依 る此種 の研究 も嘗て一

二企てられ はしたが,㈲ 悉 く失敗に蹄 したのも,其 貫徹力の過大な事か ら見て當然 と考へ られ

る・然るに,筆 者等が他の 目的で輕アル ミニューウム合金の研究に從事 した際,偶 然にも其研

磨面に今 日迄知 られなかつた程非常に厚い非晶質の所謂"流 れ"(Flow)を 起す實例 を獲見 し

不完全乍 らX線 に依る査察 さへ も之に封 して可能なる事 を確 めた・何分技術的に困難が伴ふ

上に豫備的實験であつた爲め装置の如 きも不完全なものを其儘用ひた加減か,所 期の結,果は得

られなかつたが,二 三非晶性金屡に關する新事實 を知 り得たので,蔽 に聯か之が獲見の動機,

今 日迄の實験の経過並に將來に於 ける研究方針の概略を述べ る事にする.

  §2.試    料

 本實験では試料 として先づCu-Al系 合金の内,有 用輕 アル ミニユーム合金の主艦 をなす

Cu 4%残 部A1よ り成 る合金(但 しFe, Si,0等 を不純物 として約0.3%含 む)を 用ひた

此合金は朕態圖の示す如 く標準朕態に於て,大 部分第一種置換固溶艦(Primary Substitutional.

Solid Solution)よ り域 るものであるが,尚 比較研究の爲め試料としてCuAl2な る金属間化

合物(Intermetallic Compound)を も併用した.

 今,之 等の試料の製法に就て詳述する邉がなV・・唯,其 概略は先づ各試料の櫨 中放冷せしめ

た ものを研磨 した上,500℃ 乃至510。Cに 約1時 聞硝酸加里熔融槽中で室氣 を遮断 し且つ全

髄が一様に焼鈍せられ る檬に注意 して加熱し,次 で氷水中に出來 る丈 け速かに投下 して急冷せ

しめた・ 斯 くして得 られた固溶髄試料の表面を腐蝕せすに其儘鏡査すると,焼 鈍前はCuAl・ ・

なる金島間化合物(此 化合物 は同試料 中にも極めて微量乍 ら混在すべ きである)を 含んだ部分

と同 じく唯輝いて見えるに過 ぎなかつた固溶罷の部分が,第 一版第一圖に示す如 く可な り深 い

線歌の裂隙によつて小 さい多角形に分割せられ,晶 質的外貌を呈する檬 になる事が判る,此 試

料 を更に磨 き粉を附けすに羅紗布のみにて留意 して研磨 した上鏡査すれば,第 一版第三圖に示

す如 く,今 述べた可な り深V・裂隙 も所謂"流 れ"た 合金 によつて完全に被覆せ られ,焼 鈍前の

様な組織 を示 した.此"流 れ"た 合金の被膜は斯の如 く特殊 な性質 を有するのみならす,他 の

操作によつて製つたCu 4%を 含む輕アル ミニ ューウ ム合金の研磨面に生する被膜の如 く鐵

  、                (70)
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        第 一・版 試 料 表 面 の 顯 微 鏡 組 織

               (x100)

灘突沿
 第一圖 VStili放冷せ し固溶階 を500"一.・       第二圖 第一圖に示せ る試料 を約10分

 510℃ にて約一一一時間焼 鈍後水中に焼入        間研購 したるもの

 れ たる もの

        

          .姦  曲        回

 第三圖 第 二圖に示せ る試料 を更に         第 四圖 第三圖に示せ る試料 を腐 蝕せ

 入念に研磨 した るもの               しもの

1簿1㌘1甥霧

机 …   愈 ・・み き 欝 一
藁;な。.'、   ＼ 磯
亀搾 、菰        ざ  ∴ 考 ,・'

齢 瀟
 第五岡 第三圖に示せる試料を510℃         第六圖 化合物に就き固溶艦の場合
 にて焼鈍したるもの                第三圖と同じ操作を施したるもの

                (71)
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                            ヨコ

明磐の水溶液を用ひて電解腐蝕を行つても容 易に消失せぬ.唯,塵 酸,硝 酸,弗 化水素の混合

水溶液で腐蝕するか,或 は焼鈍 し直 した場合に限 り消失 して,第 一版第四圖及び第五圖に示す

如 く,研 磨前に於ける裂隙が再現する・以上述べた事實は,今 用ぴんとする固溶髄の研磨面に

生 じた合金の"流 れ"が 可な り厚V・事 を實誰するものであらう・

 次に,此"流 れ"た 暦の電氣抵抗を測つて見た所,其 値が常に一・定 とはな らす,或 る場合に

は之が0・40hm/cm2に 及んだ事 さへあつた・斯 る場合の抵抗は電流が流れるに從つて減少し

試料が手で燭れても感 じられる程度熱せられた・是れ,試 料表面にある"流 れ"が 超顯微鏡的

細孔 を有する非晶性薄膜なる事を示すものと解せ られる・

 尚,CuAl2な る化合物に就ても,既 述の固溶罷合金の場合と同檬な操作を行つた・併し,此

場合は"流 れ"た 暦が固溶罷の場合程厚 くな く,裂 隙は第 ・版第六圖に示す如 く依然 として幽

か乍ら疫存 したのであつた,

  §3.實 験 結 果

 前揚の合金試料の研磨面 をX線 で査べるに當 り,French(!)の 陰極線 に依 る實験等 と大艦同

様な方法 を採用 した・自ロち,第 七圖に示す如 く,Cu封 陰極か ら出るX線 を其研磨面 と準行

に試料に衝て,試 料のX線 に衝 る貼か ら22cm・                                        鉛

後方に額 ・,ル ・を立てて干灘 形を撮つたので   〆 撫B 葛

ある.骸 射x縦 しては,小 さ・源 子i隔d/・ Seat'OP 腿 輩   面

の値に封慮する部分の吟味並に比較考察の便宜上,       1:、1:i

Cuの 外Mo封 陰極か ら出るX線 をZr Oで 濾過

したものをも併用した・              騒7-       ● 馴 奈

第二版に禍げたのは斯の如くして得た干渉圖吻  ご ・   解

一 ・enであ る .之 等 の干 渉 圖 形 を 見 る と, Cu-Al系 固      ;・: .峯 ll l

溶罷試料からは殆んど常に第ノ個 に示す如繰 輪が  1澱,iil

軍猫に,或 は結晶に よる干渉圖形に混つて認められ   s・eti・n  、N ノ.     直

た.更 に,・・Al, tsる金馴 目化勧 試料の大紛      甑

は斯・鞭 糊 に生ぜ離 其1勺の或るものに限 。。及覆。ち 巌 羅

り常に第九圖に示す如き景輪を出現せしむる事が確     M:試 料
                            S1及 びS2:細 隙

 〔註3〕 例 へば,前 より低温 で焼鈍 した場合 を査べ る爲に,第 一圖に示 した試料 を再 び250℃ で約1時

 間焼戻 して 氷水 中に急冷 した上,研 磨 紙(000)と 羅紗 布とで夫 々輕 く研磨 した ものに就 て,電 解腐蝕

 を行 って見 た.而 して,第1岡 と同 じ個所 を捜 し求めて鏡 査 した所,同 圖に於 け る裂 隙の再現す る事が

獲見せ られ たのであ った.
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             第 二 版 X線 干 渉 圖 形

算八 岡  固溶膿Al+Cu(Cu Kct),            第九圖 イヒ合物CuAI L) (Cu Kの

第十岡 固溶畳豊Al+Cu(Cu Kの            策十一一圖 r01`i溶榔Al一 トCuを150℃

                               にて数1曝問焼鈍せ しもび)(CuKユ)

         幽

      官                                             誌

      //ei/t                                                湧

第十コ.岡 固溶撚Al l-Cu(Mo Ksc)        第十三ll嗣 固溶骸AI+Cuを350DC

                               にて1時 閲焼鈍せ しもの(MoK=)

                       (73)
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められたのであつた.之 等の量輪は果 して試料面からの廻折に因るものな りや,將 た軍なる直

進X線 の爲眞フイルムに及ぼす作用其他に因るものな りやは未だ明確に蜥言 し難い 併 し,試

料 を第七圖の黒 く塗 り潰 した位置迄動か して再び前 と同様な度験を繰 り返 した場合に得 られた

干渉圖形は,第 二版第十圖に示す如 く左右が封構とならす,研 磨面の存在する方の側に於ての

み牛揮の一定 した最輪を表す・更に,此 實験で得た凡ゆる干渉圖形に於 ける量輪を査べて見 る

と,固 溶艦か ら生 じた もの同志或は化合物から生じたもの同志は本質的に其状態に殆んど攣 り

がなかつたが,固 溶罷か ら生 じた ものと化合物から生 じたものとの間には第二版の第八圖と第

九圖とを比較 して も判る様に,多 少の差異を認める事が出來 る・帥ち,各 干渉圖形に現れた景

輪の外廓は浩莫 として正確に決定 し難いが,其 牛樫の差が1mm.乃 至2mm.位 の2つ の同

心圓によつて之 を挾 んで見ると,大 艦第四表 〔52頁参照〕の左牛に記 された牛径の同心圓悶に

夫 々存在 し,而 も之等の牛穫 を表す数値は固溶罷から生 じた最輪と化合物から生 じた量輪 とで

異る事が確められたのであつた・ 例へばCuを 封陰極とした場 合には,固 溶艦からは常に其

4≧樫の0・9～1・Ocm・附近の所に現れる彊いものと,12～1 .4 cm・ 附近の所に現れるSS V,ものと

都合2個 の最輪が生する外,時 には1.7cm・ 附近に極めて淡い景輪と思はれる ものが更に認

められるが,化 合物か らは常にL3～1.4 cm.附 近の孚そ璽に相當する所 に1つ 丈量輪が現れる

に過 ぎぬ・尚,之 等の試料 を加熱すると,其 研磨面の電氣抵抗の容 易に消失するは勿論,此 際

生する干渉圖形上の景輪が朦朧とな り,新 たに結晶によるDebye-Hull環 やLaue斑 黙やが

顯著になつて來 る.第 二版の第十三圖 は第十二圖を得るに用ひた試料 を350℃ に1時 聞加熱

したとき生 じた干渉圖形を比較の爲め再録 したものであるが,普 通斯 る量輪の消散は第十一』圓

を見ても判 る様に150℃ 以下でも完全に起 る.以 上述べた所によ り,今 吾 々の得た干渉圖形

上の量輪は少くとも,試 料研磨面の特性に關聯 を有するものと解すべきであらう・

  §4・ 實 験 結 果 の 考 察

 本實験に於て得た干渉圖形上の景輪の成生機構を少し査べて見るに,先 づ其成因として當然

純然たる非晶質による原子闇廻折 とBeilby Layerに よる廻折 とが思考せられる・今,假 りに

原子問廻折が起つたとしや う.然 るときは,此 場合の散齪角⑭に封する廻折x線 の強 さの4

均値1'moは 液龍の場合の如 く Raman及 びRamanathan(12)等 の分布函数 を用ひた理論によ

らす,Debye(13)の 多原子系分子の起す散齪 を表す次の式に從ふ ものと解するのが至當である・

        ユ     

砺 一〕冨 Σ Σ 翻 曲 萎i:: (1)
       i"-j j==1

                   (74)
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藪に ・1・一一・津f卜j… 璽   (・)

但 し,上 式(1)及 び(2)に 於て,mは1個 の分子内に於ける原子の数, f`及 びfjは 夫 々i

及びj番 目の原子のf因 子(f-Factor)・si-jはi及 びj番 目の原子間の距離 λは投射X線

の波長 を夫 々表す.叉 τ轟 及び 】砺 一 は夫々1個 の分子及び電子に よつて,⑧ なる方向に

散鑑せ られ る第二次的波動の強さの平均 を意味する・

 CuA12の 結晶は四方晶系に属 し, Cuの 形成する面心正立方格子内の 施0弱 及び0↓ 鰯 な

る位置にある各Cu原 子 を夫々2個 のAl原 子によつて置換 して軸率 を攣 じた もの であつて,

1個 のCu原 子が8個 のAl原 子と直接結合するものと解せ られ る・斯る結晶構造から見ると

CuAl2の 非晶質となつた際 も1個 のCu原 子が第十四圖に示
                                 第 十 四 圖

す如 く,2個(或 は2個 以上)のA1原 子 と直接結合 して居                                ノ   
2   3

るもの と考へ るのが自然であらう・第十四圖では1個 のCu

原子及び2個 のAl原 子が一直線上 に在る檬に示 されてある       U

が,假 りに之等が一直線上 に來ない場合で も,若 し今述べた

様に1個 のCu原 子に2個 のA1原 子が直接結合 して居るなれば,(1)式 は孜の(3)式 の如

く書 き改める事が出來 る・

      ニう    ヨ

砺 ・・Σ Σ 〃 讐 乞」
     ital  jt・1

   ==・ ぺ1+ノ 乱+・f・,f・ ・ 一!ln-.i,li¥gil}!iigi""一+・ノ孟sln結 禁L (・)

然 る に,原 子 のf因 子 は大 艦 其 原 子 番 號 に 正 比 例 す る もの な る故,Alのf因 子fAlはCuの ノ

因 子 拓,に 封 し て 可 な り小 さい.上 記 の 事 實 に 本 づ きfAlの2乗 以 下 を 省 略 す る と,(3)式 の

與 へ る 干 渉 の 山の 位 置 はEhrenfest(14)の 二 原 子 系 分 子 の 起 す 散 齪 を表 す式 の 成 立 す る場 合 と

同 様 にsln.驚"の 鰍 悠 購 ・AI-Cuの ・AI-Cu =・・49…7・ ・1・ ・・・・… 一 ・鵬 騰

し い値 に 封 慮 す べ きで あ ら う・ 蕪 に於 て,Al及 びCu爾 種 の原 子 間 の 距 離SAI-c、,さ へ 判 れ

ば,上 掲 の ZAI-c。 の 値 を(2)式 に代 入 して干 渉 の 山 に 封 す る 散 齪 角 ⑭ が 算 定 出來 る事 に な

る ・ 然 る に,此 場 合 非 晶性CuAI2内 に於 け る之 等 の2種 の 原 子 間 の 距 離SAレc。 は結 晶構 造 か

                      む                                   くコ

ら 定 め たCu及 びAl原 子 の 牛 径rc。( ・= 127 A・U・)及 びrAl(1・42 A・U・)の 和,即 ち2・69

 ロ

A・u・ と見倣 して も大 して差支へなVb・ 斯る見解の下に干渉の山に蜀する散欝L角⑭の値を算定

し,更 に此値か らよく知 られた次の(4)な る關係を用ひて量輪の牛径rを 計算 した所,第 一

表第3列 目に示す如 き理論値が得 られた・

                    (75)
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 Ltan⑪=Ltan 2θ=・r      (4)

但 し,上 式(4)に 於 てt]はBrag9の 基 本 式,2Pち

 2d sinθ == n2                    (5)

の 投 射 鯨 角 を表 す,又Lは 試 料 のX線 に 衝 つ た 黙 か ら爲 眞 フィ ル ム に到 る距 離 で あ つ て,

L= 2.2cm.と な る ・

 樹,A1原 子 の 牛 種 はCu原 子 の それ に比 し て大 な るが 故 に,非 晶質 のCuA1・ ・内 に於 て は

Al原 子が 互 に 相 接 す る機 會 も屡 々起 り得 る もの と見 傲 さね ば な らぬ ・ 更 に,斯 る機 禽 は本 實 験

に 用 ひ た 檬 なAlを 多量 に含 む 非 晶 性 固 溶 罷 に 於 て 多 い もの と豫 期 せ られ る・ 而 して,上 記 の

如 き場 合 に起 るA1原 子 相 互 の 原 子 閥廻 折 の干 渉 の 山は,前 の 計 算 に於 け るSAI-cnの 代 りに

Al原 子 の 直 径 一一EPちSAI--Al一          第 一 表 〔註4〕

を置 き換 えれ ば,其 概 略 の 位 置 が         sc"-A=-2'69 A'U'
                      (Cu封陰趣)       (Mo封 陰極)

直 ち 噂 定 出 來 る ・ 第 二 数 示 す  ・ ⑪(1・ ・)1・(・一  ・1⑪(一 ・・)・(…m .)

⑭ 及Ur rの 値 は 斯 く し て 理 論 的 に    4.49 23"36'lO.g6   4.49。IOeSO' G.42

定 め た 鮪 で あ る ・   7・72
.・2e・6' 11… Z72 1 ise・・1・ ・4

次1。 ・。ilby.L。yer.1。 よ る 廻 折 1・…5ge・2' 13・ ・4 1…1・6e・S' 11・ ・9

が起つたとしや う・然るときは・           第 二 表        一
                                 の

襲に述べた如 く金属の種類の如何           SA1-Al = 2・84 A・U・
                      (Cu封陰極)        (Mo封 陰極)
に 係 らす 原 子 聞 隔d/nの1齪1・25 ・/一 ⑪(一 、,)rCi。 cm. .⑭(。 、6)iK、_.
ロ                     む                                                                                        

A・U・ 及 び2・25A・U・ と し ・之 等 を    4
.49 22・20' O.90   4.49 10・14' 0.40

Braggの 基 本 式(5)に 代 入 し て 得    7 .72 30.42' 1・31   7.72 17.40' 0.70

られ る投射飴角の2倍 の角度2θ   10・90 56.6'13・28   10・90 25.41'11・03

(=㊥)の 方向に干渉の山が現れ           第 三 表

ねばな らぬ・第三表の ⑪ は此干       Beilby Laye「
                      (Cu封 陰趣)        (Mo封 陰極)

難雛欝 繋 彗llil蟻罪
 〔註4〕Pt 一一,第 二及び第三表 の数 値 を算定す るに當 り,投 射X線CuK=及 びMoKzの 波長 λ とし

 て,KαL及 びKα2の 李均 値1.54 A.U.及 び0.71 A.U.な る駁値 を夫 々與 へた.併 し, Mo封 陰極か ら

 撮たX線 は化合物CuAI2に よつて何等 景輪 らしい ものを生 じなかつたので,此 場 合に限 り計 算結果 を

 表示す る事 を省略 した.

                    (76)
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第四表  量 輪 の 牛 裡(in cm.)〔 註i)〕  玄玄に於て,實 験的に得た量倫は果 して前掲の場

(a)固 溶髄(Al+Cu)    (Cu封 陰極)  合の何れかに該當するや否やが問題となる.此 問

  實  測  値   計 算 値   題を解決する爲め,第 二版の第八圖乃至第十三圖
            

-O'83～O'91伽 咽)、) .9。(。) に示 したもの及び其他の干渉圖形か醐 つた繍

埜9～11璽 一(第十 圖) 一 一 … の牛働 實鮪EP、 ・.之物 齢 の外廓撤 む

一1'10- 1'30(策 八 圖)i
.1 、.、、(・ 、 、つ の 同 心 圓 の 糀_を 嚢 に 躯 第 二及 聯

125～L50  (第 十 圖)一;:一

蔵 二痂(第 川 語 「 1.、。 ゐ∫ E X- 1・こ示した計賄 批 較 して見る燃 るときは

                    第四表に示す如 く,CuAl2な る化合物か らは             
(Mo封 陰極)

  實  測  値  :計 算 値   Cu及 びA1原 子間の原子間廻折に相當する牛径

0.91-1.08(第+二 圖)…        の景輪が現れ・固溶艦か らはAl原 子同志の原子

1.・・一一・1.12(第 ・ 圖・ 一 馴A'i掲 廻 折 ・・相 當 す る 牛 糠 輪 ・嚇 る 帽 ト常 ・Z

          い  
1・33-'1・58(第+二 圖)7  1・40(B)  淡 くBeilby Layerの 廻 折 に よ る も の で あ る ま い か

                                     こお コ
(b)化 合物(CuA12)    (Cu封 陰極) と思 は れ る景 輪 ら し)・もの が認 め られ る ・ 斯 る事

  實 測 値 計 算 値 實 に よ り,本 研 究 に 用 ひた 輕 アル ミニ ーユ ウ ム合

1・36{'1・50(第 九 圖)   1・40(B)  金 の研 磨面 に は
,陰 極 線 の 貫 入 し得 な い程 度 の 深

部にX線 に謝 して原子闇廻折を起 さしめ,且 つ加熱によ り除去 し得 る一・ ・Ptの非晶性薄膜の伏

在するものと解する事 も出來 る.尚,此 非晶性薄膜一 殊に固溶艦の如 く其原子慣電子が金蜀

的結合によ り比較的不緊密に拘束せ られて居るものの表面に生 じた薄膜  の上暦にBeilby

Layreの 存在する事は,今 得た干渉圖形の歌態等から見ても之 を想像 し得ぬではない.併 し乍

ら,何 分實験が豫備的なものであつた爲め,今 日の所其断定は不可能である.目 下,此 問題に

封 して決定的解決をなす目的で,X線 による深部 の更に精密な査察の他,陰 極線による研磨面

の最上暦の研究 を計書 して居る・

 最後に附言すべきは,吾 々の得た景輪が今迄陰極線で撮つた場合の如 く環状 とならす,内 部

迄黒 く塗 り潰 された圓或は牛圓形となつて居る事である・之は本研究の場 合,試 料 と爲翼フィ

ルムとの聞の距離 を實験の性質上充分に大 きくして,景 輪に封する分解能 を増 し,且 つ直進波

動の影響 を輕減せしめ得なかつた爲めと解せられる.實 際計算 した結果を見て も,小 さな散齪

角に封慮する彊域では,直 進X線 による中央黒圏の外側に敏個の景輪が相接 して現れる事に

 〔註5〕 第四表に於て,÷"'印を附せる實測値は趣めて淡き牽輪と思はるるものの牛径を惹味する.f削
 第A圖 と附記せるものは,第 二版に掲載せ3" )}し干渉圓形より測りたる牽輪の牛径である・

 〔註6〕 第九圖にはBeilby Layerに 相當する牽輪は殆んど認められぬが,他 の爲眞一 例へば第+圖
 iこはBeilby Layerに よると思はれる!1≧裡1.8 cm.な る最輪が可なり瞭かに現、れて居る・

                   (77)



      化 學 研 究 所 講 演 集 第 八 輯

な る.

 終 りに 臨 み,本 研 究 に 封 し て 貴 重 な 着 想 を 與 へ て 下 さ つ た の み な ら す,種 々 な る 御 便 宜

 を 計 つ て 下 さつ た 宇 野 傳 三 教 授 に 謹 ん で 感 謝 の 僻 を述 べ 度 い と 思 ふ.樹,本 研 究 は 日 本 學

 術 振 興 會 の 御 援 助 に よ つ て 着 手 せ られ た も の な る を附 記 し,以 て 同 會 に 封 し て も 此 機 會 に

 謝 意 を 表 す る 次 第 で あ る ・
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